
 

 

 

第47 回 

紀元節復活反対！ 

2・1 1道民集会 

「家族」をめぐる右派運動の現
い

在
ま

 

大学非常勤講師。大阪大学大学院人間科学研究科博士

後期課程単位取得退学。専攻は哲学。現在の研究テーマ

は歴史認識問題と家族に関する右派の言説。共著に『憎

悪の広告』（合同出版、2015 年）、『海を渡る「慰安婦」問

題』（岩波書店、2016 年）、『まぼろしの「日本的家族」』

（青弓社、2018 年）、『右派はなぜ家族に介入したがるの

か』（大月書店、2018 年）、『右傾化・女性蔑視・差別の日

本の「おじさん」政治』（くんぷる、2021 年）など。  

日  時 

会 場 

主 催 
靖国神社国営化阻止道民連絡会議（略称：靖国共闘会議） 
【事務局団体】○靖国神社国営化阻止キリスト者グループ ○北海道平和運動フォーラム 

【事務局団体】○北海道高等学校教職員組合連合会     ○北海道教職員組合 

2024年2 月11日（日）12：30～14：30 
ホテルライフォート札幌 ２階 ライフォートホール 
（札幌市中央区南10条西1丁目）  【参加申込不要・入場無料】 

問合せ／靖国神社国営化阻止道民連絡会議（靖国共闘会議）【事務局：北海道教職員組合】  

（札幌市中央区南3条西12丁目北海道教育会館内TEL 011-561-8825  FAX 011-563-3521） 

「建国記念の日」とされてきた２月１１日は、侵略戦争を美化する皇国史観を想起させる最も象徴的な日とし

て位置づけられてきました。この日は、何の歴史的根拠もなく、明治政府が神話をもとに制定し、侵略戦争の

道具としてきた「祭日」＝「紀元節」にあたります。1966 年、当時の政府・自民党が、平和を求める多くの国民

の反対の声を押し切って「建国記念の日」としました。 

靖国共闘会議では 1969 年から「紀元節復活反対！2・11 道民集会」を開催しています。今年は、現憲法の

制定過程で日本側からの抵抗が大きかった条項の 1 つが、婚姻における両性の平等を規定した第２４条であ

ったとされるように、敗戦後の民主的改革に対する反動において「家族」は主要な論点であり続けてきまし

た。「男女共同参画」政策に対するバックラッシュから近年の動向を題材として、「家族」に関する右派の主張の

論理を明らかにしたいと思います。 
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